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NO ｷｰﾜｰﾄﾞ 質問者 会派 問　　い　　の　　概　　要 担当課室

1 不登校 前屋敷　恵美 日本共産党
コロナ禍における子どもたちの不登校等の状況はどのようになっているの
か伺いたい。

人権同和教育課

2 不登校 前屋敷　恵美 日本共産党 このような状況をどのように捉え、対応を行っているのか伺いたい。 人権同和教育課

3 新型コロナウイルス感染症対策 前屋敷　恵美 日本共産党
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、全国的に体調を崩す児
童生徒が増えているようだが、県内の児童生徒の状況及び学校の対応につ
いて伺いたい。

スポーツ振興課

4 ＧＩＧＡスクール構想 前屋敷　恵美 日本共産党
ＧＩＧＡスクール構想により整備されたタブレット端末の授業での活用状
況について伺いたい。

義務教育課
高校教育課

5 ＧＩＧＡスクール構想 前屋敷　恵美 日本共産党 タブレット端末の活用に伴う課題及びその対応について伺いたい。
義務教育課
高校教育課

6 学校給食・食育 山内　佳菜子 県民連合宮崎 市町村立小中学校における学校給食費の支援状況について伺いたい。 スポーツ振興課

7 成年年齢引き下げ 山内　佳菜子 県民連合宮崎
成年年齢が１８歳に引き下げられることによる課題と対策について、教育
長に伺いたい。

高校教育課

8 新型コロナウイルス感染症対策 満行　潤一 県民連合宮崎 コロナ禍における学校現場の現在の状況について伺いたい。
義務教育課
高校教育課

9 不登校 満行　潤一 県民連合宮崎
不登校児童生徒のうち約４割の子どもが誰にも相談していないという文部
科学省の調査結果について、教育長の見解を伺いたい。

人権同和教育課

10 教育相談 満行　潤一 県民連合宮崎
２４時間子供ＳＯＳダイヤルについて、その効果をどう捉えているか伺い
たい。

人権同和教育課

11 ＧＩＧＡスクール構想 満行　潤一 県民連合宮崎 現在の県内公立学校における学習者用端末の整備状況を伺いたい。 教育政策課

12 ＧＩＧＡスクール構想 満行　潤一 県民連合宮崎 今後の県立学校における学習者用端末の整備方針を伺いたい。 教育政策課

13 ＧＩＧＡスクール構想 満行　潤一 県民連合宮崎 情報端末の適切な使用に関する教育委員会の指針について伺いたい。 人権同和教育課

14 主権者教育 横田　照夫 自由民主党 学校教育における主権者教育について教育長の考えを伺いたい。
高校教育課
義務教育課

15 文化財 横田　照夫 自由民主党
道路等の開発事業における古墳等の埋蔵文化財保護の基本的な考え方につ
いて伺いたい。

文化財課

16 高校の魅力化 西村　　賢 自由民主党
中学生が志望校を決める際に参考となる「特色ある学校づくり」について
伺いたい。

高校教育課

17 課外指導 西村　　賢 自由民主党 朝課外の開始時間を遅らせる対応はできないか伺いたい。 高校教育課

18 ＧＩＧＡスクール構想 西村　　賢 自由民主党
高等学校段階における１人１台の学習者用端末の整備はどのよう に進めて
いくのか、また、デジタルデバイスの導入により教師の負担はどうなって
いるのか伺いたい。

教育政策課

19 スポーツ振興 西村　　賢 自由民主党 ジュニアサーファーの育成について、本県の取組状況を伺いたい。 スポーツ振興課

20 スポーツ振興 西村　　賢 自由民主党
「スケートボード」の普及に向け、今後どのような取組ができるか伺いた
い。

スポーツ振興課

21 国民スポーツ大会 日髙　陽一 自由民主党 国民スポーツ大会に向けた練習拠点施設の整備状況を伺いたい。 スポーツ振興課

22 スポーツ振興 日髙　陽一 自由民主党 アーバンスポーツの普及について、どのように考えているか伺いたい。 スポーツ振興課

23 定時制・通信制 田口　雄二 県民連合宮崎
県立高校の通信制課程に在籍する生徒数と、過去５年間の推移を伺いた
い。

高校教育課

24 定時制・通信制 田口　雄二 県民連合宮崎 今年度の在籍者数が平成２８年度に比べ半減した要因を伺いたい。 高校教育課

25 安全 田口　雄二 県民連合宮崎
学校における安全対策について、どのような取組をしているのか伺いた
い。

人権同和教育課

26 男女混合名簿 岩切　達哉 県民連合宮崎
公立学校における混合名簿（性で分けない名簿）の現況とその意義につい
て伺いたい。

人権同和教育課

27 人権教育／ＬＧＢＴ 岩切　達哉 県民連合宮崎 公立学校における制服の選択制の導入状況とその意義について伺いたい。 人権同和教育課

28 障がい者雇用 岩切　達哉 県民連合宮崎
障がい者雇用率の達成に向け、県教育委員会としてどのように取り組んで
いるのか伺いたい。

教職員課

29 防災教育／安全教育 岩切　達哉 県民連合宮崎
各学校における危機管理マニュアルの見直しは、昨今の情勢の変化を踏ま
えたものとなっているのか伺いたい。

人権同和教育課

■　令和３年１１月定例会　質問の概要　■



NO ｷｰﾜｰﾄﾞ 質問者 会派 問　　い　　の　　概　　要 担当課室

30 教育相談 有岡　浩一 郷中の会
県教育委員会が行なっている「ふれあいコール」と「ネットいじめ目安箱
サイト」は、どのような取組をしているのか伺いたい。

人権同和教育課

31 教育相談 有岡　浩一 郷中の会
子供たちに相談できる力を身につけさせるために、どのような取組をして
いるのか伺いたい。

人権同和教育課

32 安全 安田　厚生 自由民主党 千葉県の交通事故を受けて、学校の通学路の安全対策について伺いたい。 人権同和教育課

33 不登校 井上　紀代子 県民の声
コロナ禍で増えた不登校児童生徒について、そのケアや今後増やさないた
めの対策をどのように行っているのか伺いたい。

人権同和教育課

34 新型コロナウイルス感染症対策 井上　紀代子 県民の声
コロナ禍により学習環境が変化したことで小中高校生の学力に影響はな
かったのか。また、今後、学力への影響が出ないようにするためにどう取
り組んでいくのか教育長に伺いたい。

義務教育課
高校教育課

35 主権者教育 井上　紀代子 県民の声
公民科の「公共」の教科書に記された知識と現実社会とのつながりを意識
できるよう、どう指導していくのか伺いたい。

高校教育課

36 主権者教育 井上　紀代子 県民の声
主権者教育は、学校教育だけでなく家庭・地域と連携して、社会総がかりで行わ
れるべきだと考えるが、日隈副知事の考えを伺いたい。【日隈副知事】

生涯学習課

37 ＳＤＧｓ 河野　哲也 公明党
これまで提唱されているESDと、近年よく聞かれるSDGsの関係について
伺いたい。

義務教育課

38 ＳＤＧｓ 河野　哲也 公明党 学校におけるSDGsを意識した取組の事例について伺いたい。
高校教育課
義務教育課

39 人材育成 河野　哲也 公明党
中教審から「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実
現に向けて」の審議のまとめが出されたが、教育長が考えるこれからの
「理想の教師像」について伺いたい。

教職員課

40 人口減少 坂本　康郎 公明党
人口減少問題に関することについて、学校ではどのような内容を教えてい
るのか伺いたい。

高校教育課
義務教育課

41 跡地利用廃校利用 佐藤　雅洋 自由民主党 県内の廃校の跡地利用の状況と県の考え方について伺いたい。
財務福利課

特別支援教育課

42 神楽 佐藤　雅洋 自由民主党 神楽の全国組織設立に向けた取組状況について伺いたい。【日隈副知事】 文化財課

43 部活動 佐藤　雅洋 自由民主党
県立高校の運動部活動の魅力向上が地域活性化につながると考えるが、教
育長の考えを伺いたい。

スポーツ振興課
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型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
が

長
期

化
す

る
中

、
全

国
的

に
体

調
を

崩
す

児
童

生
徒

が
増

え
て

い
る

よ
う

だ
が

、
県

内
の

児
童

生
徒

の
状

況
及

び
学

校
の

対
応

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。

前
屋

敷
 恵

美
日

本
共

産 党
R

3
1

1

先
ほ

ど
述

べ
ま

し
た

生
活

リ
ズ

ム
の

乱
れ

に
加

え
、

体
を

動
か

す
機

会
の

減
少

や
友

達
と

密
に

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
な

い
な

ど
様

々
な

制
限

が
長

期
化

し
て

い
る

こ
と

で
、

少
な

か
ら

ず
児

童
生

徒
の

体
調

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
各

学
校

に
お

き
ま

し
て

は
、

毎
朝

の
体

温
確

認
や

気
に

な
る

児
童

生
徒

へ
の

声
か

け
、

見
届

け
な

ど
、

教
職

員
に

よ
る

き
め

細
か

な
健

康
観

察
や

家
庭

と
の

連
携

に
よ

る
心

身
の

不
調

の
早

期
発

見
に

努
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

今
後

も
市

町
村

教
育

委
員

会
や

県
立

学
校

と
連

携
し

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

等
に

加
え

、
予

防
的

な
対

応
や

組
織

的
な

取
組

を
よ

り
細

や
か

に
行

い
、

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
康

が
保

た
れ

る
よ

う
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

4
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

に
よ

り
整

備
さ

れ
た

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

授
業

で
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。

前
屋

敷
 恵

美
日

本
共

産 党
R

3
1

1

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

授
業

で
の

活
用

状
況

に
つ

き
ま

し
て

は
、

例
え

ば
、

小
中

学
校

で
は

、
カ

メ
ラ

機
能

を
使

っ
て

観
察

記
録

を
短

時
間

で
作

成
し

た
り

、
端

末
に

書
き

込
ん

だ
自

分
の

考
え

を
モ

ニ
タ

ー
に

映
し

て
効

率
的

に
発

表
し

た
り

す
る

な
ど

の
活

用
が

見
ら

れ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

高
校

の
授

業
で

は
、

衛
星

画
像

を
用

い
て

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
た

り
、

他
校

と
オ

ン
ラ

イ
ン

で
つ

な
い

で
課

題
研

究
の

発
表

会
を

実
施

す
る

な
ど

協
働

的
な

学
び

を
促

進
す

る
た

め
の

活
用

も
図

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

に
対

し
て

子
供

た
ち

か
ら

は
、

「
こ

れ
ま

で
よ

り
わ

か
り

や
す

い
」

「
早

く
で

き
る

」
「

多
く

の
友

達
の

考
え

を
画

面
上

で
見

る
こ

と
が

で
き

る
」

な
ど

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

こ
と

に
対

す
る

肯
定

的
な

声
が

多
く

聞
か

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。

義
務

教
育

課
高

校
教

育
課

5
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

活
用

に
伴

う
課

題
及

び
そ

の
対

応
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

前
屋

敷
 恵

美
日

本
共

産 党
R

3
1

1

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

に
つ

き
ま

し
て

は
、

活
用

自
体

を
目

的
と

は
せ

ず
、

あ
く

ま
で

も
こ

れ
ま

で
以

上
に

学
び

を
豊

か
に

す
る

ツ
ー

ル
と

と
ら

え
、

対
面

授
業

と
の

組
合

せ
に

よ
る

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

な
学

び
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

指
導

す
る

能
力

は
教

員
間

で
差

が
大

き
く

、
苦

手
意

識
を

持
つ

教
員

も
い

る
こ

と
か

ら
サ

ポ
ー

ト
や

研
修

を
充

実
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
県

立
学

校
で

は
全

て
の

学
校

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育

推
進

リ
ー

ダ
ー

を
配

置
し

組
織

的
に

研
修

を
進

め
る

体
制

を
整

え
る

と
と

も
に

、
小

中
学

校
で

は
各

校
の

担
当

者
を

対
象

に
し

た
研

修
や

県
が

指
定

し
た

モ
デ

ル
校

に
お

け
る

授
業

公
開

等
を

通
し

て
活

用
法

な
ど

を
広

げ
る

取
組

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。

義
務

教
育

課
高

校
教

育
課

6
学

校
給

食
・

食
育

市
町

村
立

小
中

学
校

に
お

け
る

学
校

給
食

費
の

支
援

状
況

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。
山

内
 佳

菜
子

県
民

連
合

宮
崎

R
3

1
1

学
校

給
食

費
に

つ
き

ま
し

て
は

、
学

校
給

食
法

に
お

き
ま

し
て

、
「

保
護

者
の

負
担

と
す

る
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

自
治

体
に

よ
っ

て
は

、
独

自
の

対
応

を
行

っ
て

い
る

市
町

村
も

ご
ざ

い
ま

す
。

県
教

育
委

員
会

が
令

和
３

年
１

０
月

１
日

現
在

で
実

施
し

ま
し

た
調

査
に

よ
り

ま
す

と
、

５
つ

の
町

村
で

全
額

補
助

、
６

つ
の

市
町

村
で

一
部

補
助

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

 ★
…

知
事

答
弁

、
◆

…
副

知
事

答
弁

 



■
　
令

和
３
年

１
１
月

定
例

会
　
答

弁
一

覧

N
O

ｷ
ｰ
ﾜ
ｰ
ﾄ
ﾞ

問
　

　
い

議
員

名
所

属
年

期
答

　
　

弁
担

当
課

 ★
…

知
事

答
弁

、
◆

…
副

知
事

答
弁

 

7
成

年
年

齢
引

き
下

げ

成
年

年
齢

が
１

８
歳

に
引

き
下

げ
ら

れ
る

こ
と

に
よ

る
課

題
と

対
策

に
つ

い
て

、
教

育
長

に
伺

い
た

い
。

山
内

 佳
菜

子
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

改
正

民
法

が
施

行
さ

れ
る

来
年

４
月

１
日

以
降

は
、

１
８

歳
の

誕
生

日
を

迎
え

ま
す

と
順

次
成

年
に

達
す

る
こ

と
と

な
り

、
生

徒
は

、
保

護
者

の
同

意
な

く
契

約
等

を
交

わ
す

こ
と

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
に

伴
い

学
校

に
お

き
ま

し
て

は
、

退
学

や
転

学
等

、
在

学
中

の
手

続
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
、

生
徒

や
保

護
者

の
十

分
な

理
解

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

県
教

育
委

員
会

で
は

、
在

学
中

の
手

続
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
、

令
和

元
年

１
２

月
に

文
部

科
学

省
か

ら
出

さ
れ

た
通

知
を

、
全

て
の

県
立

学
校

に
周

知
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
学

校
で

は
、

毎
年

度
新

入
生

を
対

象
と

し
た

説
明

会
で

保
護

者
を

含
め

説
明

を
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

今
後

、
各

学
校

に
対

し
て

再
度

通
知

を
行

い
、

改
め

ま
し

て
、

来
年

４
月

以
降

に
成

年
と

な
る

生
徒

や
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

説
明

や
周

知
を

行
う

よ
う

指
導

し
て

ま
い

り
ま

す
。

高
校

教
育

課

8
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

学
校

現
場

の
現

在
の

状
況

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。
満

行
　

潤
一

県
民

連
合

宮
崎

R
3

1
1

学
校

現
場

の
現

在
の

状
況

に
つ

き
ま

し
て

は
、

基
本

的
な

感
染

症
対

策
を

講
じ

な
が

ら
、

教
育

活
動

が
展

開
さ

れ
て

お
り

、
授

業
時

数
が

不
足

す
る

な
ど

の
学

習
面

の
遅

れ
は

見
ら

れ
て

い
な

い
状

況
で

あ
り

ま
す

。
一

方
で

、
授

業
に

お
け

る
実

習
や

体
験

活
動

、
学

校
行

事
や

部
活

動
等

に
つ

き
ま

し
て

は
、

感
染

状
況

に
よ

り
活

動
を

制
限

し
た

り
、

規
模

を
縮

小
し

て
実

施
し

た
り

す
る

な
ど

の
対

応
も

行
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
　

修
学

旅
行

に
つ

き
ま

し
て

は
、

当
初

の
計

画
か

ら
行

き
先

を
変

更
す

る
な

ど
し

て
、

安
全

に
配

慮
し

た
対

応
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

義
務

教
育

課
高

校
教

育
課

9
不

登
校

不
登

校
児

童
生

徒
の

う
ち

約
４

割
の

子
ど

も
が

誰
に

も
相

談
し

て
い

な
い

と
い

う
文

部
科

学
省

の
調

査
結

果
に

つ
い

て
、

教
育

長
の

見
解

を
伺

い
た

い
。

満
行

　
潤

一
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

こ
の

調
査

は
、

令
和

元
年

度
に

不
登

校
で

あ
っ

た
小

学
校

６
年

生
と

中
学

校
２

年
生

を
対

象
と

し
た

国
の

抽
出

調
査

で
あ

り
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
ま

す
と

、
回

答
の

得
ら

れ
た

約
２

０
０

０
人

の
う

ち
、

約
４

割
が

、
議

員
ご

指
摘

の
と

お
り

、
「

実
際

に
休

み
始

め
る

ま
で

に
誰

に
も

相
談

し
な

か
っ

た
」

と
回

答
し

て
お

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

を
、

私
自

身
、

重
く

受
け

止
め

て
お

り
ま

す
。

学
校

で
は

、
こ

れ
ま

で
も

児
童

生
徒

を
丁

寧
に

観
察

し
、

声
か

け
等

を
行

っ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

が
、

今
後

、
友

人
と

の
関

係
づ

く
り

を
は

ぐ
く

む
「

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

」
や

子
ど

も
た

ち
が

周
り

の
大

人
に

悩
み

を
相

談
で

き
る

力
を

育
て

る
「

Ｓ
Ｏ

Ｓ
の

出
し

方
教

育
」

を
は

じ
め

、
日

常
の

教
育

活
動

で
の

、
人

と
の

関
わ

り
方

の
学

び
に

も
よ

り
一

層
、

力
を

入
れ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

人
権

同
和

教
育

課

1
0

教
育

相
談

２
４

時
間

子
供

Ｓ
Ｏ

Ｓ
ダ

イ
ヤ

ル
に

つ
い

て
、

そ
の

効
果

を
ど

う
捉

え
て

い
る

か
伺

い
た

い
。

満
行

　
潤

一
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

県
教

育
委

員
会

で
は

、
従

来
、

平
日

土
日

の
朝

８
時

半
か

ら
夜

９
時

ま
で

実
施

し
て

お
り

ま
し

た
、

電
話

相
談

「
ふ

れ
あ

い
コ

ー
ル

」
に

加
え

、
「

２
４

時
間

子
供

Ｓ
Ｏ

Ｓ
ダ

イ
ヤ

ル
」

を
平

成
２

９
年

度
か

ら
導

入
し

、
２

４
時

間
の

電
話

相
談

体
制

を
整

備
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

そ
の

結
果

、
命

に
か

か
わ

る
緊

急
性

の
あ

る
相

談
に

対
し

て
、

関
係

機
関

と
も

連
携

を
図

り
、

２
４

時
間

、
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

深
夜

の
相

談
も

可
能

と
な

っ
た

た
め

、
高

校
生

の
利

用
が

大
幅

に
増

加
す

る
な

ど
、

多
様

な
年

代
層

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
も

な
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

、
効

果
と

捉
え

て
お

り
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課

1
1

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

現
在

の
県

内
公

立
学

校
に

お
け

る
学

習
者

用
端

末
の

整
備

状
況

を
伺

い
た

い
。

満
行

　
潤

一
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

現
在

の
学

習
者

用
端

末
の

整
備

に
つ

き
ま

し
て

は
、

義
務

教
育

段
階

で
は

、
県

内
全

て
の

公
立

学
校

に
お

き
ま

し
て

１
人

１
台

の
学

習
者

用
端

末
の

整
備

が
完

了
し

、
各

学
校

で
利

活
用

が
図

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
高

等
学

校
段

階
に

お
き

ま
し

て
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

に
あ

る
端

末
及

び
持

ち
運

び
可

能
な

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

を
合

わ
せ

て
、

年
度

内
に

は
概

ね
２

人
に

１
台

の
整

備
が

完
了

す
る

予
定

で
あ

り
ま

す
。

な
お

、
文

部
科

学
省

よ
り

本
年

３
月

に
「

高
等

学
校

段
階

に
お

い
て

も
、

１
人

１
台

端
末

環
境

を
実

現
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

」
旨

の
見

解
が

示
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

本
年

度
、

県
立

学
校

1
3

校
の

モ
デ

ル
校

に
お

き
ま

し
て

個
人

が
所

有
す

る
端

末
を

活
用

し
た

授
業

等
を

実
践

し
、

異
な

る
機

種
を

使
っ

た
学

習
環

境
や

校
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
接

続
、

家
庭

学
習

に
お

け
る

端
末

の
利

用
に

つ
い

て
、

検
証

を
進

め
て

お
り

ま
す

。

教
育

政
策

課

1
2

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

今
後

の
県

立
学

校
に

お
け

る
学

習
者

用
端

末
の

整
備

方
針

を
伺

い
た

い
。

満
行

　
潤

一
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

　
県

教
育

委
員

会
で

は
、

現
在

、
高

等
学

校
段

階
に

お
い

て
は

家
庭

へ
の

持
ち

帰
り

を
前

提
と

し
た

１
人

１
台

の
学

習
者

用
端

末
を

整
備

す
る

こ
と

を
目

標
に

、
整

備
方

針
の

最
終

案
を

ま
と

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
　

具
体

的
に

は
、

個
人

が
所

有
す

る
端

末
の

使
用

を
原

則
と

し
、

端
末

が
用

意
で

き
な

い
生

徒
に

つ
き

ま
し

て
は

、
貸

出
し

用
端

末
の

整
備

等
で

対
応

す
る

方
向

で
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

　
特

に
、

個
人

が
所

有
す

る
端

末
に

つ
き

ま
し

て
は

、
県

立
学

校
1

3
校

の
モ

デ
ル

校
に

よ
る

検
証

を
も

と
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
私

的
端

末
を

活
用

す
る

方
式

と
学

校
が

端
末

の
機

種
を

指
定

す
る

方
式

と
を

想
定

し
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
当

整
備

方
針

に
つ

き
ま

し
て

は
、

年
内

を
目

途
に

、
決

定
し

て
参

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

教
育

政
策

課
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1
3

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

情
報

端
末

の
適

切
な

使
用

に
関

す
る

教
育

委
員

会
の

指
針

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。
満

行
　

潤
一

県
民

連
合

宮
崎

R
3

1
1

県
教

育
委

員
会

で
は

、
昨

年
１

０
月

に
、

「
県

立
学

校
に

お
け

る
携

帯
電

話
の

取
扱

い
等

に
関

す
る

指
導

方
針

」
を

定
め

各
県

立
学

校
に

通
知

し
て

お
り

ま
す

。
こ

の
通

知
で

は
、

各
学

校
に

対
し

て
、

児
童

生
徒

が
生

活
の

中
で

携
帯

電
話

等
を

利
用

す
る

利
便

性
や

危
険

性
を

十
分

に
認

識
し

た
上

で
、

情
報

活
用

能
力

の
育

成
や

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

取
組

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

、
ま

た
、

各
家

庭
が

、
携

帯
電

話
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

の
利

用
に

関
す

る
ル

ー
ル

づ
く

り
を

行
う

よ
う

働
き

か
け

る
こ

と
な

ど
を

求
め

て
お

り
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課

1
4

主
権

者
教

育
学

校
教

育
に

お
け

る
主

権
者

教
育

に
つ

い
て

教
育

長
の

考
え

を
伺

い
た

い
。

横
田

　
照

夫
自

由
民

主 党
R

3
1

1

主
権

者
教

育
に

お
き

ま
し

て
は

、
投

票
行

動
に

つ
な

が
る

教
育

の
充

実
は

も
ち

ろ
ん

で
あ

り
ま

す
。

く
わ

え
ま

し
て

、
社

会
を

生
き

抜
く

力
や

、
地

域
の

課
題

解
決

を
社

会
の

構
成

員
の

一
人

と
し

て
主

体
的

に
担

う
こ

と
が

で
き

る
力

が
求

め
ら

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
小

学
校

か
ら

高
校

ま
で

、
「

社
会

科
」

な
ど

の
関

係
す

る
教

科
や

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
、

並
び

に
「

総
合

的
な

探
究

の
時

間
」

等
を

通
じ

て
社

会
に

参
画

す
る

基
礎

を
培

う
た

め
の

学
習

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
中

で
、

ま
ち

づ
く

り
な

ど
の

課
題

に
つ

い
て

、
生

徒
同

士
で

議
論

し
、

地
域

の
方

々
と

協
議

を
深

め
な

が
ら

、
地

元
自

治
体

へ
課

題
解

決
の

提
言

を
行

う
な

ど
の

成
果

も
見

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
　

今
後

と
も

、
こ

う
し

た
学

習
の

充
実

を
図

り
な

が
ら

、
学

校
教

育
に

お
け

る
主

権
者

教
育

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

高
校

教
育

課
義

務
教

育
課

1
5

文
化

財

道
路

等
の

開
発

事
業

に
お

け
る

古
墳

等
の

埋
蔵

文
化

財
保

護
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

横
田

　
照

夫
自

由
民

主 党
R

3
1

1

古
墳

を
は

じ
め

と
す

る
埋

蔵
文

化
財

は
、

祖
先

の
活

動
の

歴
史

を
伝

え
る

貴
重

な
文

化
遺

産
で

あ
り

、
後

世
に

引
き

継
い

で
い

く
こ

と
は

、
我

々
の

責
務

で
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
道

路
等

の
開

発
事

業
の

実
施

に
あ

た
り

ま
し

て
は

、
ま

ず
、

埋
蔵

文
化

財
の

存
在

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
を

行
い

、
古

墳
や

集
落

跡
等

の
特

に
重

要
な

も
の

が
存

在
し

た
場

合
は

現
状

で
の

保
存

措
置

を
講

じ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
そ

れ
以

外
の

埋
蔵

文
化

財
も

現
状

で
の

保
存

を
原

則
と

し
ま

す
が

、
や

む
を

得
ず

保
存

が
困

難
な

場
合

は
、

発
掘

調
査

を
実

施
し

た
上

で
、

報
告

書
と

し
て

記
録

保
存

し
て

お
り

ま
す

。
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

今
後

も
、

開
発

事
業

者
を

は
じ

め
、

地
元

住
民

の
皆

様
の

ご
理

解
・

ご
協

力
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

国
民

共
有

の
財

産
で

あ
る

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

を
引

き
続

き
進

め
て

参
り

ま
す

。

文
化

財
課

1
6

高
校

の
魅

力
化

中
学

生
が

志
望

校
を

決
め

る
際

に
参

考
と

な
る

「
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

」
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

西
村

　
　

賢
自

由
民

主 党
R

3
1

1

県
教

育
委

員
会

で
は

、
各

高
校

の
魅

力
を

高
め

、
中

学
生

か
ら

選
ば

れ
る

学
校

と
な

る
こ

と
を

目
標

に
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

昨
年

度
か

ら
各

高
校

の
使

命
を

改
め

て
吟

味
し

、
本

年
７

月
に

は
ス

ク
ー

ル
・

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

し
て

再
定

義
し

、
公

表
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

各
高

校
に

お
き

ま
し

て
は

、
例

え
ば

、
新

た
に

整
備

し
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

活
用

し
て

海
外

の
学

校
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
し

た
り

、
導

入
し

た
最

新
の

デ
ジ

タ
ル

設
備

を
活

用
し

て
最

先
端

の
職

業
教

育
を

行
う

な
ど

、
魅

力
あ

る
教

育
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
各

高
校

の
生

徒
が

主
体

と
な

っ
て

Ｐ
Ｒ

動
画

を
作

成
し

、
そ

れ
を

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

で
発

信
す

る
こ

と
で

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

、
中

学
生

の
学

校
選

択
に

資
す

る
取

組
を

進
め

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

高
校

教
育

課

1
7

課
外

指
導

朝
課

外
の

開
始

時
間

を
遅

ら
せ

る
対

応
は

で
き

な
い

か
伺

い
た

い
。

西
村

　
　

賢
自

由
民

主 党
R

3
1

1

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
列

車
や

バ
ス

の
減

便
等

に
よ

り
ま

し
て

、
遠

距
離

通
学

の
生

徒
や

送
り

迎
え

を
す

る
保

護
者

の
皆

様
の

負
担

が
増

す
な

ど
、

通
学

に
影

響
が

生
じ

て
い

る
こ

と
は

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
今

後
は

、
校

長
会

と
も

連
携

し
、

課
外

の
開

始
時

間
の

設
定

も
含

め
た

朝
課

外
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

学
校

が
、

丁
寧

に
協

議
を

重
ね

る
よ

う
働

き
か

け
て

ま
い

り
ま

す
。

高
校

教
育

課

1
8

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

高
等

学
校

段
階

に
お

け
る

１
人

１
台

の
学

習
者

用
端

末
の

整
備

は
ど

の
よ

う
 に

進
め

て
い

く
の

か
、

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ス
の

導
入

に
よ

り
教

師
の

負
担

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

伺
い

た
い

。

西
村

　
　

賢
自

由
民

主 党
R

3
1

1

県
教

育
委

員
会

で
は

、
高

等
学

校
段

階
に

お
け

る
１

人
１

台
の

学
習

者
用

端
末

の
整

備
に

つ
き

ま
し

て
、

全
て

の
県

立
学

校
に

お
い

て
来

年
度

中
に

ス
タ

ー
ト

す
る

こ
と

を
目

標
に

、
現

在
、

整
備

方
針

の
最

終
案

を
ま

と
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

個
人

が
所

有
す

る
端

末
の

使
用

を
原

則
と

し
、

端
末

が
用

意
で

き
な

い
生

徒
に

つ
き

ま
し

て
は

、
貸

出
し

用
端

末
の

整
備

等
で

対
応

す
る

方
向

で
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

次
に

、
教

員
の

負
担

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
が

、
学

校
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ス
の

活
用

は
、

授
業

の
効

率
化

な
ど

メ
リ

ッ
ト

が
大

き
い

一
方

、
操

作
に

苦
手

意
識

を
も

つ
教

員
が

、
負

担
を

感
じ

て
い

る
こ

と
も

承
知

し
て

お
り

ま
す

。
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

今
後

と
も

、
中

核
と

な
る

教
員

の
育

成
や

、
研

修
等

の
充

実
に

よ
り

、
教

員
の

不
安

解
消

や
負

担
軽

減
に

努
め

て
参

り
ま

す
。

教
育

政
策

課
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1
9

ス
ポ

ー
ツ

振
興

ジ
ュ

ニ
ア

サ
ー

フ
ァ

ー
の

育
成

に
つ

い
て

、
本

県
の

取
組

状
況

を
伺

い
た

い
。

西
村

　
　

賢
自

由
民

主 党
R

3
1

1

現
在

、
本

県
で

は
、

ジ
ュ

ニ
ア

サ
ー

フ
ァ

ー
育

成
の

場
と

し
て

、
競

技
団

体
等

が
主

催
し

、
小

中
学

生
も

参
加

で
き

る
大

会
が

県
内

各
地

で
年

間
複

数
回

開
催

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

結
果

、
全

国
大

会
等

の
上

位
大

会
に

進
む

選
手

も
見

ら
れ

る
な

ど
、

ジ
ュ

ニ
ア

サ
ー

フ
ァ

ー
の

育
成

を
図

る
上

で
、

貴
重

な
機

会
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
近

年
は

、
恵

ま
れ

た
環

境
を

生
か

し
て

「
サ

ー
フ

ィ
ン

」
を

教
育

活
動

に
取

り
入

れ
る

学
校

も
あ

り
、

宮
崎

市
、

日
南

市
、

日
向

市
に

お
き

ま
し

て
体

育
の

授
業

や
部

活
動

等
で

行
う

例
が

見
ら

れ
て

お
り

ま
す

。
今

後
は

、
ジ

ュ
ニ

ア
サ

ー
フ

ァ
ー

の
育

成
や

強
化

な
ど

の
体

制
づ

く
り

等
に

つ
い

て
、

関
係

団
体

等
と

の
協

議
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

2
0

ス
ポ

ー
ツ

振
興

「
ス

ケ
ー

ト
ボ

ー
ド

」
の

普
及

に
向

け
、

今
後

ど
の

よ
う

な
取

組
が

で
き

る
か

伺
い

た
い

。

西
村

　
　

賢
自

由
民

主 党
R

3
1

1

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
に

つ
き

ま
し

て
は

、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

、
本

県
出

身
の

ス
カ

イ
・

ブ
ラ

ウ
ン

選
手

が
銅

メ
ダ

ル
を

獲
得

し
、

県
民

に
感

動
を

与
え

る
な

ど
、

身
近

な
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

関
心

を
集

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

広
く

県
民

に
ス

ポ
ー

ツ
を

普
及

す
る

こ
と

を
目

的
に

県
教

育
委

員
会

が
実

施
し

て
お

り
ま

す
、

み
や

ざ
き

県
民

総
合

ス
ポ

ー
ツ

祭
で

の
大

会
実

施
を

目
指

し
、

関
係

団
体

等
と

、
ま

ず
は

組
織

体
制

づ
く

り
を

進
め

、
運

営
方

針
や

施
設

整
備

の
在

り
方

等
に

つ
き

ま
し

て
も

協
議

を
行

っ
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

2
1

国
民

ス
ポ

ー
ツ

大
会

国
民

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
向

け
た

練
習

拠
点

施
設

の
整

備
状

況
を

伺
い

た
い

。
日

髙
　

陽
一

自
由

民
主 党

R
3

1
1

　
練

習
拠

点
施

設
は

、
選

手
育

成
や

強
化

の
拠

点
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
計

画
的

に
整

備
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

現
在

の
整

備
状

況
は

、
新

た
な

施
設

と
し

ま
し

て
、

延
岡

星
雲

高
校

の
ア

ー
チ

ェ
リ

ー
場

が
今

月
完

成
す

る
ほ

か
、

宮
崎

工
業

高
校

の
水

球
プ

ー
ル

も
今

年
度

工
事

に
着

手
し

、
来

年
度

完
成

す
る

予
定

で
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

宮
崎

市
に

体
操

場
と

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

施
設

を
、

延
岡

星
雲

高
校

に
相

撲
場

の
整

備
を

予
定

し
て

お
り

、
今

年
度

、
調

査
・

設
計

等
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
既

存
施

設
の

整
備

に
つ

き
ま

し
て

は
、

自
転

車
競

技
場

の
大

規
模

改
修

と
富

田
浜

の
浚

渫
を

予
定

し
て

お
り

、
今

年
度

、
測

量
及

び
調

査
・

設
計

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
　

今
後

も
、

競
技

団
体

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
必

要
な

練
習

環
境

の
整

備
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

2
2

ス
ポ

ー
ツ

振
興

ア
ー

バ
ン

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

か
伺

い
た

い
。

日
髙

　
陽

一
自

由
民

主 党
R

3
1

1

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
お

け
る

、
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
イ

ミ
ン

グ
や

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
な

ど
の

ア
ー

バ
ン

ス
ポ

ー
ツ

選
手

の
輝

か
し

い
活

躍
は

、
記

憶
に

新
し

く
、

多
く

の
人

々
に

感
動

を
与

え
て

く
れ

ま
し

た
。

ア
ー

バ
ン

ス
ポ

ー
ツ

は
、

若
い

世
代

に
人

気
の

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

で
あ

り
ま

す
こ

と
か

ら
、

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
人

口
の

拡
大

が
期

待
で

き
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

み
や

ざ
き

県
民

総
合

ス
ポ

ー
ツ

祭
で

の
、

ア
ー

バ
ン

ス
ポ

ー
ツ

実
施

に
つ

い
て

、
関

係
団

体
等

と
協

議
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

2
3

定
時

制
・

通
信

制

県
立

高
校

の
通

信
制

課
程

に
在

籍
す

る
生

徒
数

と
、

過
去

５
年

間
の

推
移

を
伺

い
た

い
。

田
口

　
雄

二
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

通
信

制
課

程
を

設
置

し
て

お
り

ま
す

県
立

高
校

は
、

宮
崎

東
高

校
と

延
岡

青
朋

高
校

の
２

校
で

あ
り

、
令

和
３

年
５

月
１

日
現

在
で

、
生

徒
数

は
２

校
あ

わ
せ

て
１

，
０

８
１

名
で

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

過
去

５
年

間
の

生
徒

数
の

推
移

を
見

ま
す

と
、

平
成

２
８

年
度

が
２

，
０

２
９

名
、

平
成

２
９

年
度

が
１

，
８

３
４

名
、

平
成

３
０

年
度

が
１

，
３

３
９

名
、

令
和

元
年

度
が

１
，

１
７

６
名

、
令

和
２

年
度

が
１

，
０

９
５

名
で

推
移

し
て

お
り

ま
す

。

高
校

教
育

課

2
4

定
時

制
・

通
信

制
今

年
度

の
在

籍
者

数
が

平
成

２
８

年
度

に
比

べ
半

減
し

た
要

因
を

伺
い

た
い

。
田

口
　

雄
二

県
民

連
合

宮
崎

R
3

1
1

平
成

２
８

年
度

当
時

は
、

通
信

制
高

校
に

在
籍

は
し

て
い

る
も

の
の

学
習

活
動

の
実

態
の

な
い

生
徒

の
割

合
が

、
約

半
数

を
占

め
る

な
ど

生
徒

数
の

把
握

が
困

難
な

状
況

に
あ

り
ま

し
た

。
そ

こ
で

学
校

で
は

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

に
学

業
へ

の
復

帰
に

向
け

、
動

機
付

け
や

励
ま

し
を

行
っ

た
上

で
、

継
続

の
意

思
の

確
認

等
を

丁
寧

に
行

っ
て

ま
い

り
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、

学
習

活
動

の
実

態
の

な
い

生
徒

数
が

年
々

減
少

し
、

現
在

は
、

活
動

実
態

に
見

合
っ

た
在

籍
者

数
に

な
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

高
校

教
育

課



■
　
令

和
３
年

１
１
月

定
例

会
　
答

弁
一

覧

N
O

ｷ
ｰ
ﾜ
ｰ
ﾄ
ﾞ

問
　

　
い

議
員

名
所

属
年

期
答

　
　

弁
担

当
課

 ★
…

知
事

答
弁

、
◆

…
副

知
事

答
弁

 

2
5

安
全

学
校

に
お

け
る

安
全

対
策

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

取
組

を
し

て
い

る
の

か
伺

い
た

い
。

田
口

　
雄

二
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

　
子

ど
も

た
ち

の
命

を
預

か
る

学
校

に
お

き
ま

し
て

は
、

安
全

対
策

に
万

全
を

期
す

こ
と

は
最

も
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
現

在
、

各
学

校
で

は
、

不
審

者
へ

の
対

応
と

し
ま

し
て

、
不

審
者

の
発

見
か

ら
通

報
、

児
童

生
徒

等
の

安
全

確
認

に
至

る
ま

で
の

手
順

を
示

し
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

全
教

職
員

へ
の

周
知

や
警

察
官

を
講

師
と

し
ま

し
た

教
職

員
対

象
の

不
審

者
対

応
訓

練
の

実
施

、
来

訪
者

に
対

す
る

声
掛

け
や

名
札

着
用

の
依

頼
な

ど
、

児
童

生
徒

等
の

安
全

を
守

る
取

組
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
県

教
育

委
員

会
で

は
、

７
月

１
日

か
ら

７
日

ま
で

を
「

宮
崎

県
い

の
ち

の
教

育
週

間
」

に
設

定
し

、
安

全
対

策
の

根
幹

と
な

り
ま

す
、

自
他

の
か

け
が

え
の

な
い

い
の

ち
を

大
切

に
す

る
心

を
育

む
教

育
に

重
点

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課

2
6

男
女

混
合

名
簿

公
立

学
校

に
お

け
る

混
合

名
簿

（
性

で
分

け
な

い
名

簿
）

の
現

況
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。

岩
切

　
達

哉
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

令
和

２
年

度
に

お
け

る
「

性
で

分
け

な
い

名
簿

」
の

使
用

状
況

で
あ

り
ま

す
。

公
立

小
学

校
で

は
、

２
３

０
校

中
２

２
１

校
率

に
し

ま
す

と
９

６
．

１
％

公
立

中
学

校
で

は
、

１
２

８
校

中
１

１
６

校
率

に
し

ま
す

と
９

０
．

６
％

県
立

高
等

学
校

及
び

中
等

教
育

学
校

で
は

、
３

８
校

全
て

で
使

用
し

て
お

り
ま

し
て

、
１

０
０

％
で

あ
り

ま
す

。
「

性
で

分
け

な
い

名
簿

」
の

活
用

に
つ

き
ま

し
て

は
、

男
女

平
等

の
意

識
を

高
め

た
り

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
児

童
生

徒
へ

の
配

慮
を

行
う

た
め

の
手

立
て

の
１

つ
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

人
権

同
和

教
育

課

2
7

人
権

教
育

／
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ

公
立

学
校

に
お

け
る

制
服

の
選

択
制

の
導

入
状

況
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。
岩

切
　

達
哉

県
民

連
合

宮
崎

R
3

1
1

令
和

２
年

度
の

調
査

に
お

き
ま

し
て

「
ス

ラ
ッ

ク
ス

、
ス

カ
ー

ト
等

の
選

択
」

を
取

り
入

れ
て

い
る

学
校

は
公

立
小

学
校

で
は

、
制

服
を

導
入

し
て

い
る

１
２

校
中

１
校

公
立

中
学

校
で

は
、

１
２

８
校

中
１

６
校

県
立

高
等

学
校

及
び

中
等

教
育

学
校

で
は

、
３

８
校

中
７

校
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

現
在

も
、

選
択

制
の

導
入

も
含

め
て

、
制

服
の

在
り

方
に

つ
い

て
各

市
町

村
や

学
校

で
生

徒
も

交
え

て
検

討
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

制
服

が
選

択
で

き
る

こ
と

は
、

性
に

と
ら

わ
れ

ず
、

自
分

の
生

き
方

を
考

え
、

自
分

に
合

っ
た

も
の

が
選

べ
る

な
ど

、
よ

り
多

様
性

に
配

慮
で

き
る

と
い

う
点

か
ら

意
義

あ
る

こ
と

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

今
後

と
も

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
が

性
別

に
関

わ
り

な
く

、
個

性
が

尊
重

さ
れ

る
教

育
に

、
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課

2
8

障
が

い
者

雇
用

障
が

い
者

雇
用

率
の

達
成

に
向

け
、

県
教

育
委

員
会

と
し

て
ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

る
の

か
伺

い
た

い
。

岩
切

　
達

哉
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

議
員

ご
指

摘
の

と
お

り
、

県
教

育
委

員
会

の
障

が
い

者
雇

用
率

が
法

定
雇

用
率

を
下

回
っ

て
お

り
ま

す
こ

と
に

つ
き

ま
し

て
は

、
私

自
身

、
重

く
受

け
止

め
て

お
り

ま
す

。
県

教
育

委
員

会
で

は
、

教
員

や
実

習
助

手
な

ど
の

採
用

試
験

に
お

き
ま

し
て

、
障

が
い

の
あ

る
方

を
対

象
と

し
た

特
別

選
考

を
実

施
し

て
お

り
、

今
年

度
は

、
障

が
い

の
あ

る
教

員
を

２
名

採
用

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

事
務

職
員

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
年

度
か

ら
新

た
に

教
育

委
員

会
事

務
局

や
市

町
村

立
学

校
に

障
が

い
者

の
採

用
枠

を
設

け
て

、
会

計
年

度
任

用
職

員
な

ど
の

採
用

の
拡

充
を

進
め

、
４

名
の

障
が

い
者

の
採

用
を

行
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

県
教

育
委

員
会

と
い

た
し

ま
し

て
は

、
引

き
続

き
、

宮
崎

労
働

局
な

ど
の

関
係

機
関

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
障

が
い

者
の

雇
用

促
進

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

教
職

員
課

2
9

防
災

教
育

／
安

全
教

育

各
学

校
に

お
け

る
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

は
、

昨
今

の
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
の

か
伺

い
た

い
。

岩
切

　
達

哉
県

民
連

合
宮

崎
R

3
1

1

各
学

校
に

お
け

る
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、

地
域

や
学

校
の

実
情

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
拡

大
な

ど
の

情
勢

を
踏

ま
え

、
毎

年
、

見
直

し
・

改
善

が
図

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

地
域

や
関

係
機

関
と

連
携

し
た

避
難

訓
練

や
、

参
観

日
を

活
用

し
た

保
護

者
へ

の
引

き
渡

し
訓

練
等

も
実

施
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

県
教

育
委

員
会

で
は

、
本

年
６

月
に

文
部

科
学

省
が

新
た

に
作

成
し

ま
し

た
「

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
評

価
・

見
直

し
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
参

考
に

、
更

な
る

見
直

し
に

取
り

組
む

よ
う

、
県

立
学

校
や

市
町

村
教

育
委

員
会

に
対

し
ま

し
て

指
導

も
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
今

後
と

も
、

県
内

全
て

の
学

校
の

担
当

者
を

集
め

て
実

施
す

る
学

校
安

全
指

導
者

研
修

会
等

を
通

し
て

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

た
も

の
に

な
る

よ
う

、
指

導
し

て
ま

い
り

ま
す

。

人
権

同
和

教
育

課

3
0

教
育

相
談

県
教

育
委

員
会

が
行

な
っ

て
い

る
「

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ル
」

と
「

ネ
ッ

ト
い

じ
め

目
安

箱
サ

イ
ト

」
は

、
ど

の
よ

う
な

取
組

を
し

て
い

る
の

か
伺

い
た

い
。

有
岡

　
浩

一
郷

中
の

会
R

3
1

1

「
ふ

れ
あ

い
コ

ー
ル

」
に

つ
き

ま
し

て
は

、
児

童
生

徒
と

保
護

者
を

対
象

に
、

学
校

教
育

や
家

庭
教

育
の

悩
み

な
ど

の
相

談
に

対
し

ま
し

て
、

専
門

員
６

名
に

よ
る

電
話

相
談

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
昨

年
度

の
実

績
に

つ
き

ま
し

て
は

、
３

９
０

件
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

「
ネ

ッ
ト

い
じ

め
目

安
箱

サ
イ

ト
」

に
つ

き
ま

し
て

は
、

県
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

開
設

し
て

お
り

ま
し

て
、

ネ
ッ

ト
上

の
い

じ
め

の
被

害
な

ど
の

悩
み

に
対

し
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
か

ら
相

談
し

た
り

、
解

決
の

手
立

て
を

学
ん

だ
り

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

昨
年

度
の

実
績

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ア
ク

セ
ス

件
数

が
、

１
４

１
９

件
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

い
ず

れ
の

取
組

に
お

き
ま

し
て

も
、

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
相

談
で

学
校

等
と

の
連

携
が

必
要

な
ケ

ー
ス

は
、

情
報

を
共

有
し

、
そ

の
解

決
に

向
け

、
取

り
組

む
体

制
を

整
え

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課
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3
1

教
育

相
談

子
供

た
ち

に
相

談
で

き
る

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

取
組

を
し

て
い

る
の

か
伺

い
た

い
。

有
岡

　
浩

一
郷

中
の

会
R

3
1

1

各
学

校
で

は
、

相
談

体
制

の
充

実
や

人
間

関
係

づ
く

り
等

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

子
供

た
ち

に
相

談
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
努

め
て

ま
い

り
ま

し
た

。 し
か

し
な

が
ら

、
議

員
お

っ
し

ゃ
る

と
お

り
、

悩
み

を
一

人
で

抱
え

込
み

、
誰

に
も

相
談

で
き

な
い

子
供

た
ち

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
に

し
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く

か
も

課
題

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

県
教

育
委

員
会

で
は

、
昨

年
度

か
ら

、
小

・
中

・
高

、
そ

れ
ぞ

れ
１

校
を

推
進

校
と

し
て

指
定

し
、

「
Ｓ

Ｏ
Ｓ

の
出

し
方

に
関

す
る

教
育

」
を

推
進

し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
中

で
、

つ
ら

い
時

や
苦

し
い

時
に

は
、

信
頼

で
き

る
大

人
に

助
け

を
求

め
る

方
法

を
学

ぶ
な

ど
、

具
体

的
な

行
動

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
学

習
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

今
後

は
、

こ
の

推
進

校
の

取
組

を
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

ま
と

め
、

県
内

全
て

の
公

立
学

校
に

広
げ

て
い

く
こ

と
で

、
取

組
の

強
化

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課

3
2

安
全

千
葉

県
の

交
通

事
故

を
受

け
て

、
学

校
の

通
学

路
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。
安

田
　

厚
生

自
由

民
主 党

R
3

1
1

通
学

路
の

安
全

対
策

に
つ

き
ま

し
て

は
、

こ
れ

ま
で

市
町

村
教

育
委

員
会

や
道

路
管

理
者

、
地

元
警

察
署

等
が

連
携

し
て

、
合

同
点

検
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

し
た

。
本

年
度

よ
り

、
千

葉
県

で
発

生
し

た
事

故
を

受
け

、
新

た
に

「
見

通
し

の
よ

い
道

路
な

ど
車

の
速

度
が

上
が

り
や

す
い

箇
所

や
大

型
車

の
進

入
が

多
い

箇
所

」
な

ど
の

観
点

を
加

え
て

、
点

検
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

結
果

、
暫

定
値

で
は

あ
り

ま
す

が
、

学
校

や
教

育
委

員
会

が
対

策
を

実
施

す
べ

き
箇

所
は

３
１

３
箇

所
で

あ
り

ま
し

て
、

そ
の

内
、

１
１

０
箇

所
が

対
策

済
み

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
具

体
的

な
対

策
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
箇

所
に

応
じ

た
安

全
教

育
の

実
施

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
よ

る
見

守
り

活
動

の
ほ

か
、

通
学

路
の

変
更

を
行

う
な

ど
の

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

ご
ざ

い
ま

す
。

人
権

同
和

教
育

課

3
3

不
登

校

コ
ロ

ナ
禍

で
増

え
た

不
登

校
児

童
生

徒
に

つ
い

て
、

そ
の

ケ
ア

や
今

後
増

や
さ

な
い

た
め

の
対

策
を

ど
の

よ
う

に
行

っ
て

い
る

の
か

伺
い

た
い

。

井
上

 紀
代

子
県

民
の

声
R

3
1

1

コ
ロ

ナ
禍

に
お

き
ま

し
て

、
学

校
や

家
庭

生
活

に
変

化
が

生
じ

た
こ

と
が

き
っ

か
け

と
な

り
、

子
ど

も
た

ち
の

中
に

は
、

生
活

リ
ズ

ム
の

乱
れ

や
、

先
を

見
通

せ
な

い
こ

と
に

対
す

る
不

安
な

ど
、

こ
れ

ま
で

経
験

し
た

こ
と

の
な

い
悩

み
を

抱
え

た
こ

と
が

不
登

校
に

つ
な

が
っ

た
例

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
各

学
校

で
は

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

き
め

細
か

な
観

察
や

相
談

、
早

期
の

家
庭

訪
問

を
行

う
な

ど
、

児
童

生
徒

の
抱

え
る

悩
み

を
ケ

ア
す

る
た

め
の

対
策

を
講

じ
て

お
り

ま
す

。
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

も
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
増

員
に

加
え

、
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
を

活
用

し
た

相
談

窓
口

を
整

備
す

る
な

ど
教

育
相

談
体

制
の

充
実

に
努

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。

人
権

同
和

教
育

課

3
4

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
学

習
環

境
が

変
化

し
た

こ
と

で
小

中
高

校
生

の
学

力
に

影
響

は
な

か
っ

た
の

か
。

ま
た

、
今

後
、

学
力

へ
の

影
響

が
出

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

ど
う

取
り

組
ん

で
い

く
の

か
教

育
長

に
伺

い
た

い
。

井
上

 紀
代

子
県

民
の

声
R

3
1

1

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
学

習
環

境
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
各

学
校

で
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

教
員

が
工

夫
し

、
子

供
た

ち
の

学
び

を
止

め
な

い
取

組
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

５
月

に
実

施
さ

れ
ま

し
た

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
に

お
き

ま
し

て
は

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
る

臨
時

休
業

と
学

力
と

の
相

関
は

み
ら

れ
な

い
と

い
う

文
部

科
学

省
の

分
析

結
果

が
出

て
お

り
ま

す
。

本
県

に
お

き
ま

し
て

も
実

習
や

体
験

学
習

な
ど

、
子

供
た

ち
の

学
ぶ

機
会

は
減

少
し

た
も

の
の

学
力

へ
の

影
響

は
、

最
小

限
に

留
ま

っ
て

い
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
今

後
は

、
現

在
、

整
備

を
進

め
て

お
り

ま
す

Ｉ
Ｃ

Ｔ
も

活
用

し
な

が
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
や

学
習

動
画

の
作

成
及

び
配

信
、

日
常

的
に

端
末

を
活

用
す

る
こ

と
を

推
進

す
る

な
ど

、
学

習
環

境
の

変
化

に
よ

っ
て

学
力

に
影

響
が

出
な

い
よ

う
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

義
務

教
育

課
高

校
教

育
課

3
5

主
権

者
教

育

公
民

科
の

「
公

共
」

の
教

科
書

に
記

さ
れ

た
知

識
と

現
実

社
会

と
の

つ
な

が
り

を
意

識
で

き
る

よ
う

、
ど

う
指

導
し

て
い

く
の

か
伺

い
た

い
。

井
上

 紀
代

子
県

民
の

声
R

3
1

1

令
和

４
年

度
か

ら
新

た
に

必
修

科
目

と
な

る
「

公
共

」
に

お
き

ま
し

て
は

、
現

代
社

会
が

直
面

し
て

い
る

様
々

な
課

題
の

解
決

に
向

け
、

公
正

に
判

断
し

た
り

、
議

論
す

る
力

な
ど

を
身

に
付

け
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

お
り

ま
す

。
指

導
に

あ
た

り
ま

し
て

は
、

教
科

書
で

学
ん

だ
知

識
を

生
か

し
な

が
ら

、
国

内
外

の
諸

問
題

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

発
展

的
に

地
域

の
課

題
に

も
目

を
向

け
る

こ
と

で
、

他
者

と
協

働
し

て
社

会
を

生
き

抜
く

力
や

、
社

会
の

一
員

と
し

て
地

域
の

課
題

解
決

を
主

体
的

に
担

う
力

を
育

む
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
今

後
、

「
公

共
」

の
学

習
を

通
じ

て
、

社
会

に
関

心
を

持
ち

、
自

立
し

て
物

事
を

考
え

る
こ

と
の

で
き

る
生

徒
の

育
成

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

高
校

教
育

課

3
6

主
権

者
教

育

主
権

者
教

育
は

、
学

校
教

育
だ

け
で

な
く

家
庭

・
地

域
と

連
携

し
て

、
社

会
総

が
か

り
で

行
わ

れ
る

べ
き

だ
と

考
え

る
が

、
日

隈
副

知
事

の
考

え
を

伺
い

た
い

。

井
上

 紀
代

子
県

民
の

声
R

3
1

1

主
権

者
教

育
を

行
う

に
あ

た
り

ま
し

て
は

、
子

ど
も

た
ち

の
意

識
の

醸
成

を
図

る
た

め
に

、
人

格
形

成
の

基
礎

が
培

わ
れ

る
幼

少
期

か
ら

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

家
庭

や
地

域
の

理
解

、
そ

し
て

協
力

が
欠

か
せ

な
い

こ
と

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

県
に

お
き

ま
し

て
は

、
高

校
生

を
対

象
と

し
た

選
挙

啓
発

チ
ラ

シ
を

配
布

し
た

り
、

若
年

層
や

親
世

代
の

意
識

の
向

上
を

図
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

が
、

や
は

り
、

先
ず

は
、

大
人

が
範

を
示

し
、

例
え

ば
子

ど
も

の
い

る
家

庭
で

は
、

親
が

子
ど

も
を

連
れ

て
選

挙
に

行
っ

た
り

、
ま

た
投

票
す

る
姿

を
見

せ
る

な
ど

政
治

参
加

の
主

体
性

に
つ

い
て

自
然

な
形

で
意

識
付

け
す

る
こ

と
が

大
切

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

教
育

の
分

野
で

は
、

子
ど

も
達

が
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
課

題
に

関
心

を
も

ち
、

そ
の

解
決

に
向

け
て

、
自

分
も

地
域

社
会

の
一

員
と

し
て

主
体

的
に

参
加

す
る

ん
だ

と
い

う
、

意
識

や
姿

勢
に

つ
い

て
育

成
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
井

上
議

員
の

お
話

に
あ

り
ま

し
た

と
お

り
、

今
後

、
将

来
主

権
者

と
な

る
子

ど
も

達
だ

け
で

は
な

く
、

若
い

世
代

を
含

め
社

会
全

体
、

総
が

か
り

で
、

主
権

者
教

育
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

生
涯

学
習

課
◆
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和
３
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１
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定
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会
　
答
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一
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N
O

ｷ
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問
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議
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弁

、
◆

…
副

知
事

答
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3
7

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

こ
れ

ま
で

提
唱

さ
れ

て
い

る
E

S
D

と
、

近
年

よ
く

聞
か

れ
る

S
D

G
s
の

関
係

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。

河
野

　
哲

也
公

明 党
R

3
1

1

Ｅ
Ｓ

Ｄ
は

、
議

員
御

指
摘

の
と

お
り

、
「

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
」

と
訳

さ
れ

て
お

り
ま

し
て

、
気

候
変

動
、

資
源

の
枯

渇
、

貧
困

の
拡

大
な

ど
、

人
類

の
開

発
活

動
が

原
因

で
起

き
る

様
々

な
問

題
を

解
決

す
る

た
め

身
近

な
と

こ
ろ

か
ら

取
り

組
み

、
持

続
可

能
な

社
会

の
創

り
手

を
育

む
学

習
や

教
育

活
動

で
あ

り
ま

す
。

一
方

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
は

、
「

持
続

可
能

な
開

発
目

標
」

と
訳

さ
れ

て
お

り
ま

し
て

、
経

済
・

社
会

・
環

境
を

め
ぐ

る
広

範
囲

な
課

題
の

解
決

に
向

け
、

全
て

の
国

が
取

り
組

む
べ

き
国

際
社

会
共

通
の

１
７

の
目

標
で

あ
り

ま
す

。
そ

の
目

標
は

、
１

６
９

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

か
ら

構
成

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

　
両

者
の

関
係

と
い

た
し

ま
し

て
は

、
Ｅ

Ｓ
Ｄ

が
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

１
つ

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。

義
務

教
育

課

3
8

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

学
校

に
お

け
る

S
D

G
s
を

意
識

し
た

取
組

の
事

例
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

河
野

　
哲

也
公

明 党
R

3
1

1

現
在

、
各

学
校

で
は

、
教

科
学

習
や

特
別

活
動

な
ど

様
々

な
教

育
活

動
に

お
き

ま
し

て
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

と
関

連
付

け
た

多
様

な
取

組
が

広
が

り
つ

つ
あ

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
例

え
ば

、
小

中
学

校
で

は
、

県
が

指
定

し
て

お
り

ま
す

環
境

教
育

推
進

校
に

お
き

ま
し

て
、

食
品

ロ
ス

対
策

や
地

域
の

自
然

環
境

保
全

な
ど

、
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

視
点

か
ら

環
境

教
育

を
実

践
し

、
校

内
や

地
域

で
学

習
成

果
を

発
信

す
る

、
そ

の
よ

う
な

取
組

な
ど

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

高
等

学
校

で
は

、
総

合
的

な
探

究
の

時
間

に
お

き
ま

し
て

、
地

域
課

題
を

探
究

し
、

持
続

的
な

ま
ち

づ
く

り
の

ア
イ

デ
ア

を
自

治
体

に
提

案
し

た
り

、
企

業
等

と
連

携
し

て
地

元
産

品
の

活
用

や
地

産
地

消
を

推
進

し
た

り
、

地
域

と
一

体
と

な
っ

た
防

災
活

動
に

取
り

組
む

な
ど

、
様

々
な

社
会

課
題

を
自

分
ご

と
と

し
て

学
ぶ

、
そ

ん
な

よ
う

な
取

組
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

高
校

教
育

課
義

務
教

育
課

3
9

人
材

育
成

中
教

審
か

ら
「

『
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
』

を
担

う
新

た
な

教
師

の
学

び
の

姿
の

実
現

に
向

け
て

」
の

審
議

の
ま

と
め

が
出

さ
れ

た
が

、
教

育
長

が
考

え
る

こ
れ

か
ら

の
「

理
想

の
教

師
像

」
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

河
野

　
哲

也
公

明 党
R

3
1

1

私
は

、
教

師
に

は
、

「
今

と
自

分
」

に
意

識
が

向
か

い
が

ち
な

子
ど

も
た

ち
に

「
未

来
と

社
会

」
を

見
せ

て
い

く
と

い
う

、
子

ど
も

た
ち

の
自

立
に

向
け

た
、

い
つ

の
時

代
も

変
わ

ら
ぬ

大
き

な
使

命
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
議

員
ご

指
摘

の
と

お
り

、
「

S
o
c
ie

ty
5

.0
時

代
」

の
到

来
な

ど
、

大
き

な
変

化
が

生
じ

て
い

る
中

で
は

、
子

ど
も

た
ち

に
社

会
を

生
き

抜
く

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

れ
か

ら
は

教
師

の
方

に
も

、
「

審
議

ま
と

め
」

に
あ

り
ま

す
と

お
り

、
変

化
を

前
向

き
に

受
け

止
め

、
探

究
心

を
持

ち
つ

つ
自

律
的

に
学

ぶ
と

い
う

主
体

的
な

姿
勢

が
求

め
ら

れ
る

そ
の

よ
う

に
考

え
て

お
り

ま
す

。

教
職

員
課

4
0

人
口

減
少

人
口

減
少

問
題

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
学

校
で

は
ど

の
よ

う
な

内
容

を
教

え
て

い
る

の
か

伺
い

た
い

。

坂
本

　
康

郎
公

明 党
R

3
1

1

結
婚

や
子

育
て

な
ど

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

学
習

に
つ

き
ま

し
て

は
、

高
校

の
必

修
教

科
と

な
っ

て
お

り
ま

す
「

家
庭

科
」

に
お

い
て

取
り

扱
っ

て
お

り
ま

し
て

、
自

分
の

生
涯

に
わ

た
る

生
活

設
計

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

よ
う

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

ま
た

、
人

口
減

少
問

題
や

少
子

化
に

つ
き

ま
し

て
は

、
中

学
校

の
「

社
会

科
」

や
、

高
校

の
必

修
教

科
「

公
民

科
」

に
お

き
ま

し
て

、
財

政
や

社
会

保
障

及
び

労
働

に
関

す
る

単
元

等
の

中
で

、
我

が
国

の
将

来
に

わ
た

る
重

要
な

課
題

と
し

て
取

り
扱

い
、

新
聞

や
統

計
資

料
を

用
い

る
な

ど
の

学
習

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
加

え
ま

し
て

、
「

総
合

的
な

探
究

の
時

間
」

な
ど

に
お

き
ま

し
て

は
、

県
や

地
域

の
具

体
的

な
課

題
と

し
ま

し
て

、
少

子
化

や
過

疎
化

等
を

テ
ー

マ
に

、
子

育
て

を
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

な
ど

、
地

域
活

性
の

ア
イ

デ
ア

を
探

究
し

、
地

元
自

治
体

に
提

案
す

る
実

践
的

な
活

動
に

も
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。
　

今
後

と
も

、
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

社
会

を
生

き
抜

く
基

盤
を

培
い

、
未

来
を

担
う

人
財

を
育

む
教

育
を

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

高
校

教
育

課
義

務
教

育
課

4
1

跡
地

利
用

廃
校

利
用

県
内

の
廃

校
の

跡
地

利
用

の
状

況
と

県
の

考
え

方
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

佐
藤

　
雅

洋
自

由
民

主 党
R

3
1

1

現
在

、
県

が
保

有
し

て
い

る
県

立
学

校
の

跡
地

は
、

旧
延

岡
わ

か
あ

ゆ
支

援
学

校
の

み
で

あ
り

ま
す

。
グ

ラ
ン

ド
部

分
は

延
岡

市
へ

売
却

後
、

現
在

、
子

育
て

支
援

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

、
残

る
校

舎
部

分
の

活
用

に
つ

き
ま

し
て

も
延

岡
市

と
引

き
続

き
協

議
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

市
町

村
立

学
校

に
つ

き
ま

し
て

は
、

平
成

１
４

年
度

以
降

に
廃

校
に

な
っ

た
９

０
校

の
う

ち
、

既
存

の
建

物
を

活
用

し
た

り
、

建
替

え
を

行
っ

た
り

し
な

が
ら

、
社

会
体

育
施

設
や

研
究

施
設

、
福

祉
施

設
な

ど
に

利
用

し
て

い
る

も
の

が
６

５
校

あ
り

ま
す

。
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

廃
校

の
跡

地
利

用
は

貴
重

な
公

共
財

産
を

有
効

に
活

用
す

る
上

で
大

変
意

義
深

い
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
今

後
と

も
地

域
の

実
情

や
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
助

言
を

行
う

な
ど

、
市

町
村

の
取

組
を

支
援

し
て

ま
い

り
ま

す
。

財
務

福
利

課
特

別
支

援
教

育
課

4
2

神
楽

神
楽

の
全

国
組

織
設

立
に

向
け

た
取

組
状

況
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

佐
藤

　
雅

洋
自

由
民

主 党
R

3
1

1

　
本

県
で

は
、

２
０

０
を

超
え

る
地

域
で

、
今

日
ま

で
神

楽
の

継
承

が
大

切
に

な
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

本
県

の
み

な
ら

ず
全

国
各

地
域

に
お

い
て

、
高

齢
化

や
人

口
減

少
な

ど
に

よ
り

、
神

楽
の

保
存

・
継

承
す

る
こ

と
が

厳
し

い
状

況
と

な
っ

て
き

て
お

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
課

題
を

解
決

す
る

た
め

、
本

県
が

中
心

と
な

り
ま

し
て

、
先

ず
、

平
成

２
８

年
に

九
州

の
神

楽
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

を
設

置
い

た
し

ま
し

た
が

、
さ

ら
に

神
楽

組
織

の
拡

大
を

図
る

べ
く

、
今

年
７

月
に

、
高

千
穂

の
夜

神
楽

な
ど

県
内

の
４

つ
の

国
指

定
神

楽
を

含
む

８
都

県
１

４
の

神
楽

を
発

起
人

と
し

て
、

神
楽

の
全

国
組

織
設

立
準

備
会

を
発

足
さ

せ
た

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
今

後
と

も
、

日
本

を
代

表
す

る
伝

統
文

化
で

あ
り

ま
す

神
楽

の
継

承
を

推
進

す
る

た
め

全
国

の
自

治
体

や
保

存
団

体
に

さ
ら

な
る

参
加

を
呼

び
か

け
、

令
和

４
年

度
中

の
全

国
組

織
設

立
に

取
り

組
み

、
目

標
で

あ
り

ま
す

、
神

楽
の

一
日

も
早

い
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
登

録
を

目
指

し
て

ま
い

り
ま

す
。

文
化

財
課

◆



■
　
令

和
３
年

１
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定
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会
　
答

弁
一

覧

N
O

ｷ
ｰ
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ﾄ
ﾞ

問
　

　
い

議
員

名
所

属
年

期
答

　
　

弁
担

当
課
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…

知
事

答
弁

、
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…
副

知
事

答
弁

 

4
3

部
活

動

県
立

高
校

の
運

動
部

活
動

の
魅

力
向

上
が

地
域

活
性

化
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

が
、

教
育

長
の

考
え

を
伺

い
た

い
。

佐
藤

　
雅

洋
自

由
民

主 党
R

3
1

1

　
県

教
育

委
員

会
で

は
、

各
高

校
の

魅
力

を
高

め
、

中
学

生
か

ら
選

ば
れ

る
学

校
と

な
る

こ
と

を
目

標
に

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
を

進
め

て
お

り
ま

し
て

、
Ｐ

Ｒ
動

画
等

を
と

お
し

て
、

運
動

部
活

動
も

、
そ

の
魅

力
を

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
　

議
員

御
指

摘
い

た
だ

き
ま

し
た

、
高

千
穂

高
校

の
剣

道
部

、
小

林
高

校
の

駅
伝

部
な

ど
は

、
全

国
大

会
で

の
活

躍
な

ど
に

よ
り

、
県

内
だ

け
で

は
な

く
、

県
外

か
ら

も
中

学
生

が
入

学
し

て
く

る
な

ど
、

学
校

の
魅

力
向

上
に

加
え

、
地

域
の

方
々

に
元

気
や

勇
気

を
与

え
る

地
域

の
シ

ン
ボ

ル
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

定
着

す
る

な
ど

、
町

全
体

の
活

性
化

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
県

教
育

委
員

会
と

い
た

し
ま

し
て

は
、

今
後

と
も

、
一

層
の

運
動

部
活

動
の

魅
力

向
上

を
図

り
、

地
域

の
活

性
化

に
貢

献
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課



児童数 握力
ｋｇ

上体起こし
回

長座体前屈
ｃｍ

反復横とび
点

持久走
シャトルラン

回
５０ｍ走
秒

立ち幅とび
ｃｍ

ソフトボール
投げ　　ｍ

体力
合計点

全国
順位

九州
順位

全国 521,297 16.22 18.90 33.48 40.35 46.83 9.45 151.41 20.58 52.52

本県 5,079 16.26 18.97 33.41 41.63 48.11 9.47 151.59 21.91 53.16

比較 ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎

全国 529,295 16.37 19.80 33.24 41.74 50.32 9.42 151.47 21.62 53.61

本県 5,051 16.36 20.16 34.02 43.02 51.78 9.39 150.00 22.95 54.54

比較 ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎

児童数 握力
ｋｇ

上体起こし
回

長座体前屈
ｃｍ

反復横とび
点

持久走
シャトルラン

回
５０ｍ走
秒

立ち幅とび
ｃｍ

ソフトボール
投げ　　ｍ

体力
合計点

全国
順位

九州
順位

全国 497,267 16.09 18.08 37.90 38.72 38.15 9.64 145.18 13.30 54.64

本県 4,882 16.02 18.16 37.06 40.41 40.61 9.59 144.83 14.08 55.43

比較 ▲ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎

全国 508,848 16.09 18.95 37.62 40.14 40.80 9.63 145.70 13.59 55.59

本県 5,016 15.88 18.93 37.10 41.36 42.17 9.60 143.90 14.30 55.94

比較 ▲ ▲ ▲ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎

生徒数 握力
ｋｇ

上体起こし
回

長座体前屈
ｃｍ

反復横とび
点

持久走
秒

シャトルラン
回

５０ｍ走
秒

立ち幅とび
ｃｍ

ハンドボール
投げ　　ｍ

体力
合計点

全国
順位

九州
順位

全国 471,884 28.80 25.99 43.67 51.19 406.38 79.88 8.01 196.36 20.31 41.18

本県 4,617 29.32 26.31 45.01 51.86 408.43 82.82 8.09 198.88 21.21 42.47

比較 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎

全国 462,196 28.64 26.85 43.43 51.87 400.03 83.13 8.02 195.02 20.35 41.56

本県 4,286 28.78 27.25 44.81 52.75 399.50 87.22 8.05 197.11 21.71 43.14

比較 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎

生徒数 握力
ｋｇ

上体起こし
回

長座体前屈
ｃｍ

反復横とび
点

持久走
秒

シャトルラン
回

５０ｍ走
秒

立ち幅とび
ｃｍ

ハンドボール
投げ　　ｍ

体力
合計点

全国
順位

九州
順位

全国 444,874 23.43 22.32 46.20 46.25 297.62 54.24 8.88 168.15 12.72 48.56

本県 4,328 23.69 22.35 45.95 46.60 298.13 56.77 8.91 168.26 13.03 49.18

比較 ◎ ◎ ▲ ◎ ▲ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎

全国 441,023 23.74 23.58 46.29 47.25 290.55 57.98 8.81 169.71 12.87 50.03

本県 4,114 23.85 23.39 45.93 47.69 288.76 61.28 8.82 170.71 13.67 51.03

比較 ◎ ▲ ▲ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎

＊平成２０・２１年度は、全国の全児童生徒を対象に調査。 H２０ H２７
＊平成２２年度は、抽出調査（全国抽出率 １８、８％ 本県 ２６、３％ 小学校７４校・中学校４０校） H２１ H２８
＊平成２３年度は、東日本大震災で中止 H２２ H２９
＊平成２４年度は、抽出調査（全国抽出率 １８、７％ 本県 ２９、８％ 小学校７１校・中学校４２校） H２３ H３０
＊平成２５年度からは、全国の全児童生徒を対象に調査 H２４ Ｒ１
＊令和2年度は、新型コロナウイルス感染症のため中止 H２５ Ｒ２
＊体力合計点は、8種目の調査種目の成績を１点から１０点に得点化して総和した合計得点 H２６ Ｒ３
 （中学校２年生は、持久走とシャトルランの選択）

令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について
スポーツ振興課
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